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学生発表会

地域産業活性化のために企業と連携
し、新技術・新製品・新デザイン等の開
発や技術開発等の研究発表を行います

産学連携部門（口頭発表）
地域福祉、産業振興、環境等の八王
子のまちづくり全般に関して、八王
子市へ提案、発表を行います

「一般プレゼンテーション」（口頭発表）
「一般プレゼンテーション」と同様
のテーマを市長の前で直接提案し
ます

「学生と市長とのふれあいトーク」（口頭発表）「産学共同研究助成事業」及び「知と技
のコンテスト出場助成事業」の助成金
を活用した事業の成果を報告します

産学事例発表（口頭発表）

「産学共同研究助成事業」の共同研
究企業の展示ブースです。成果物
の展示や事業の紹介を行います

企業ブース

会 場 八王子市学園都市センター （　　　　　　　 ）

日頃の研究成果を、分野を問わず
短い時間にまとめ、簡潔に説明し
ます

１２月3日（土）
10時00分～19時30分

口頭発表
口頭発表と同様のテーマをポスターを使っ
て、分かりやすく説明します。審査員に中高
生も加わるので、より丁寧な説明を行います

ポスター発表
3輪ソーラーバイクや女性向け体重
計のデザインなど、日頃の研究成果
やアイデアを紹介します

展示発表
一 般 部 門

市 政 提 案 部 門

「世代を越えて心がふれあうモデル都市、八王子」

八王子の魅力をWeb上で発信

http://www.hachimira.com/jiten/

Information「３輪ソーラーバイク『SME-1』の特性評価」 「伝統工芸品における
デザイン技術継承手法の一考察」

「広告コピーにおける
否定から肯定への表現変化」

八王子地域23大学等の学生が、幅広い分野の研究成果やアイデアを発表

一 般 部 門

１２月4日（日）
10時00分～17時30分

市政提案部門産学連携部門

家族や地域との関係を失った高齢
者の無縁社会です。私たちは、その
問題を研究する中で、高齢者と学生
が食事会を通して交流することが
無縁社会を改善する糸口になるの
ではと考え、八王子でその食事会を
開催していくことを提案しました。

研究テーマについて
教えてください。

Q
1

「研究に様々な統計調査を行っていることがいい」「実際に、私も市
内の高齢者のつながりがうすくなっていることを実感している」と
リサーチ力と研究テーマの重要性を高く評価していただきました。

市長からはどのような
コメントがありましたか。

Q
5

私たちの研究テーマをきっかけに、いずれは八
王子市内の大学に通う多くの学生が地域の方
との交流をもつことで、八王子市全体が活性化
し、より魅力ある街になればいいなと思います。

研究テーマを今後どのように
役立てたいと思いますか。

Q
6

学生の声が直接市政に届く八王子市で、学友との研究
活動を通し地域貢献できることは、私たちの特権です。
どうか出場する仲間と力をあわせて、八王子の発展の
ために“学生にしかできない”提案を考え抜き、大会で
は今までの研究成果を思う存分発表してください。

今年出場する学生さんへ、
アドバイスをお願いします。

Q
7

現在、一人暮らしの高齢者世帯の増
加に伴い「無縁社会」はますます深
刻な問題となっているからです。こ
こ八王子でも一人暮らし高齢者世帯
が多いため、学生として何かできな
いかと考え、テーマを設定しました。

テーマにした理由は
何ですか。

Q
2

私たち創価大学西浦ゼミでは、国内外に問わず様々な社会問題に取り組んで
います。こうした日頃の研究成果を活かし、日々お世話になっている八王子の
地域の方々に少しでも貢献できたらと思い、大会の出場を決めました。

「学生と市長とのふれあいトーク」に
出場しようとしたきっかけを教えてください。

Q
3

市長をはじめ市政に関わる方々に研究成果を発表でき、提案の評価が高ければ実
際に市の事業として検討してもらえるところです。市に直接学生の声が届くところ
に感動し、出場できたことをとても光栄に思いました。

「学生と市長とのふれあいトーク」の醍醐味は何ですか。
実際出場してどのような感想を持ちましたか。

Q
4

表彰式の様子↑

「八王子がわかる事典」は、2008～2010年に文部科学省戦
略的大学連携支援事業として実施された「八王子未来学」プ
ロジェクトから生まれました。八王子の未来を考えるために
は、まず八王子の過去（歴史）と現在を見つめ直す必要があ
ると考えたためです。現在は、まだ項目数も限られています
が、今後は多くの方々の協力をいただきながら、末永く項目
の拡充と更新を続けていく計画です。みなさまが八王子を
知るための入り口として、ぜひこの事典をご利用ください。

「学生と市長とのふれあいトーク」
優秀賞受賞者 創価大学西浦ゼミ
荒木邦子さんにインタビュー

創価大学 

工学院大学 大学院工学研究科電気電子工学専攻
豊田亜貴子さん

東京工科大学 メディア学部ビジネスメディアコース
小林功介さん（左）と一緒に発表した松永渉さん（右）

一般部門 展示発表 優秀賞

サレジオ高専 機械電子工学科 
安達匡一さん

サレジオ高専 機械電子工学科 
安達匡一さん（前列左）

拓殖大学 
大学院工学研究科
工業デザイン専攻 
沖田実嘉子さん

大学院で研究をする上で、
励みになりました。

学外で多くの方と
交流が持てる大会でした。

先生や先輩方のご指導に
感謝です<(_ _)>

入 場 無 料
八王子市内に事業所を有する中小企業等と大学コンソーシアム八王子の構成員である大学等が、共同
で実施する研究に対して、助成しています

サレジオ高専 ソーラーカープロジェクト 赤坂郁実
サレジオ高専 機械電子工学科 学科プロジェクト 土屋樹生
山野美容芸術専門学校 S.G.I.U 大村悠里香
東京工業高等専門学校 Cansat開発チーム 佐藤隼

「知と技のコンテスト出場助成事業」 対象者（敬称略） 実 施 事 業 名
2011 ワールド・グリーン・チャレンジ・ソーラー＆FCカー・ラリー

山中湖アートイルミネーションコンテスト
第8回フューチャーズノード「デザインパワー」2011 ネクストデザイナーズカップ

明星大学 フォーミュラカープロジェクト 薄井利騎 第9回全日本学生フォーミュラ大会
種子島ロケットコンテスト

産学共同研究促進事業「産学共同研究助成事業」 

大学コンソーシアム八王子の構成員である大学等の学生が、技術開発を競うコンテスト等への出場・参
加を目指して活動を行う場合に、出場のための費用の一部を助成しています

産学共同研究促進事業「知と技のコンテスト出場助成事業」 

「産学共同研究助成事業」 対象者（敬称略）
サレジオ高専 吉野純一
明星大学 清宮義博

実 施 事 業 名
災害時を想定した高齢者の見守りと幼老共生による学育設計を考慮した安否確認
低熱膨張率ならびに高熱伝導率を有する半導体用放熱基盤材料の研究開発

大学コンソーシアム八王子では、産学連携の取り組みを
促進するため、2種類の助成事業を行っています。Info

第
3
回

１２月3日年23
平成 土 4日・ 日

平成22年度 第2回 学生発表会 受賞者のみなさん

経済学部 経済学科
西浦ゼミ

優秀賞

平成23年度産学共同研究促進事業 対象者

「Solar Bike Race 2010 
in HAMAMATSU」

産学事例発表 優秀賞

「デジタルサイネージ促進プロジェクトの提案」
市政提案部門 一般プレゼンテーション 優秀賞 一般部門 口頭発表 優秀賞

一般部門 ポスター発表 優秀賞

「反応性スパッタリング酸化チタン薄膜の
光機能に対する加熱形成温度依存性」

一般部門 口頭発表 優秀賞

これをきっかけに
八王子市を盛り上げたい。

拓殖大学 
工業デザイン学科
卒業 
猪熊寛之さん

正直受賞できるとは
思っていませんでした。

市政提案部門「学生と市長とのふれあいトーク」 優秀賞

ＪＲ八王子駅北口前
八王子東急スクエアビル１１・１２Ｆ

八王子市長の前で提案する「学生と市長とのふれあいトーク」を「市政提案部門」で実施します

東京都八王子市兵衛2-22-2　TEL:042-632-1131
リオンサービスセンター株式会社

http://www.rion-service.co.jp/rsc/

連携した企業

当社は、長い技術の蓄積とたゆまざる新技術への挑戦を続
けているリオンの各種計測機器メンテナンスを主たる業務
として事業展開を図っている会社です。「環境」と「福祉」を
キーワードに広くご愛玩いただいているリオンの計測機器
の命は、機能と精度の維持です。
ISO9001認証事業者としての品質
管理や計測管理、蓄積したノウハウを
もって、お客様がお持ちの計測器を
安心してお使いいただけるよう修理
校正を行っています。

「第9回全日本学生フォーミュラ大会」

真幸電機株式会社
（平成23年度産学共同研究促進事業「知と技のコンテスト出場助成事業」対象者）

私達は9月に開催された第9回全日本学生フォーミュラ
大会に向け活動を行いました。
全日本学生フォーミュラ大会とは全国の大学、専門学校
の学生が自ら設計製作したフォーミュラカーで大会に参
加し、ものづくりの総合能力を競うものであり、安全性を
考慮した詳細なレギュレーションがあり、車体の構造や各
部の強度等も詳細に決められています。
大会ではこのレギュレーションに基づいた静的審査、動的
審査があります。静的審査は、車体の生産性を競い、その
知識と理解度を評価するコスト審査、車体の性能や特徴
をアピールするデザ
イン審査等がありま
す。動的審査は、車両
の加速性能を審査す
るアクセラレーション、
耐久性能や燃費を競
うエンデュランス等が
あります。

大会に参加し、競技車両を作製する場合には、大
学の設備等では、不十分となることがあり、明星大
学では、以前より、企業との連携にて、問題の提示
や、技術の提供を受けています。例えば、燃料タン
クの加圧試験等の実験と、車体等のFEMによる解
析等があります。いずれも、軽量化を目指した競技
車両に関する実験及び解析であり、連携した企業
でも貴重なデータとなりました。これらにより私達

はフレームを製作する上で必要な技術を
持ち、効率的なトラスの組み方等、コンセ
プトに適合し、十分な強度を持ち軽量な車
体を設計、製作することができました。

大会での結果は、エントリー85チーム中56位となりました。この結果は、大
会での競技は、車両の完成度以外でも、大会での敏速なチーム運営や、流動
的な役割等、いくつかの課題となりました。
これらの経験に基づき、新チームはさらに設計・製作活動、及び役割や役割を
超えた協力体制を作りあげ、チームとして、エンジニアとして、次の大会を目
指していきたいです。

↑全日本学生フォーミュラ大会

大会に出場したメンバー↑

リオンサービスセンター株式会社との連携で見出せたこと
サレジオ高専産業応用研究室は、パワーエレクトロニクスの研究室なので音響測定に関する技術を持ち合わ
せていませんでした。しかし、インバータ機器の急速な普及に伴い、高周波騒音が無視できないと考えていま
した。今回、音響計測器メーカの方にご指導いただき、研究成果を上げることに成功しました。
パワーエレクトロニクスと音響という2分野の技術で1つの課題に取り組んだ結果、今まで問題視されていな
かった課題を発掘できました。高い音圧レベルの高周
波騒音は、人体に影響を与える研究報告があります。
IHクッキングヒータでも同様の実験結果が得られたこ
とから、身近な家電製品等の高周波騒音を計測する必
要性を見出せました。

「IHクッキングヒータが
発生する音と電磁波の解明による
人体への影響を考慮した
環境改善策」

フォーミュラカープロジェクト
明星大学

（平成22年度産学共同研究促進事業「産学共同研究助成事業」対象者）

IHクッキングヒータから発生する高
い音圧レベルの高周波騒音が人に
何らかの不快感を与える場合があ
ることを明らかにしました。すなわ
ち、①高周波騒音のチェック、②高
周波騒音を抑制する必要性を見出
せたことが大きな成果でした。

研究内容の成果について

現在、不快感の原因として電磁波が問題視されていますが、今回の研究で高
周波騒音がその一要因である可能性を指摘できました。今後、不快感と高周
波騒音の関係からガイドラインのようなものが提案できればと考えていま
す。その際、高周波騒音を測れる測定器が必要になることも考えられます。

今後の可能性

100dBを超える大きな音は、可聴領域で例えると耳をふさがないとその場
にいれないほど非常に大きな値です。最初は、これだけ大きな音が本当に出
ているのか半信半疑でした。無響室でIHクッキングヒータと測定用マイクの
間に遮音材を挿入したりして本当に音であることの確信を得ました。

こんな苦労も

本研究では、IHクッキングヒータから発する電磁波と高周波騒音（可聴閾値
周波数から超音波領域）に着目してユーザが使用中に受ける不快感の原因を
探りました。その結果、電磁波は他の家電製品
と比較しても特別に大きな値を示しませんでし
たが、高周波騒音は100dBを超える非常に大
きな音が出ていることを発見しました。そして、
高周波騒音が人に何らかの不快感を与える場
合があることを明らかにしました。

研究内容について

設計製作したフォーミュラカーで大会に出場

機械電子工学科 助教 米盛弘信
サレジオ高専産学連携

あんな研究
こんな研究

産学連携
あんな研究
こんな研究

真幸電機株式会社との連携

少人数で活動、学校に泊まり込んだことも

今後の目標

大会中に仲間と→

山梨県上野原市上野原8154-29　
TEL:0554-63-5521（代）真幸電機株式会社

連携した企業

各種工業用機器等の自動化・省力化に関する装置、精密機械等
の「開発・設計、機械加工、組立、配線、販売」

http://www.shinko-mec.co.jp/

リオンサービスセンター株式会社

このような活動のなかで各人の役割がありますが、他チームと比べ少人数の8
人で活動したため、一人あたり仕事量は多く、
授業や活動また私生活への時間配分に苦労し
ました。さらに、３月の震災後、大学が1ヵ月近く
閉鎖されており、震災後大会までは、週に5日は
学校に泊り込み、車両の完成に至っています。
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